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（１）アンケート調査の概要

①アンケートの対象

深谷市在住の18歳以上、70歳未満の方2000名を無作為に抽出。

②アンケートの実施期間

平成20年 10月 3日～10月 20日

③回収状況

配布数：2000 回答数：769 回収率：38.5％

④回答者の属性 無回答,3.1%

男, 42.3%

女, 54.6%
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（２）アンケート調査の結果

①緑に対する思いについて

問１．あなたにとって緑はどのような存在ですか？

ふさわしいものに２つまで○をつけてください。

■その他の回答（代表意見）

○環境保全について

・CO2の削減に欠かせないもの

・地球温暖化の抑制

○活動の目的

・家庭菜園

・ウォーキングの際の楽しみ

○季節を感じさせるもの

・季節感と心を癒す

○否定的な意見

・家を暗くする、うっとうしいもの

・ただの田舎みたい
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②現在の身近な緑に対する感じ方について

問２．身近な緑の状況についてどのような印象をお持ちですか？

ふさわしいものに２つまで○をつけてください。

■その他の回答（代表意見）

○緑の減少

・屋敷林、防風林、雑木林がなくなっていく風景を危惧している

・昔は畑や林だったところが住居になってしまい風景が変わってしまった

○量的な不足

・深谷駅から国道17号にかけて街路樹が少ない

・大きな木、森が少ない

○緑の管理

・植樹等の計画的な保全がされていない

・個人宅の荒れている雑木林がある

○緑の弊害

・道路、川べりの草が邪魔

○その他

・公園がすくないため、子供が緑にたいして関心がなくなっている

・景観を良くしてほしいが身近なみどりは田畑だけ
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問３．深谷市の緑で気に入っているところはどこですか？

ふさわしいものに２つまで○をつけてください。

問４．深谷市の緑で具体的に気に入っているところはどこですか？

具体的な場所、樹木、状況など。

■上位１０箇所を掲載 [（）内の数字は回答数]

・仙元山公園および周辺（108）

・深谷グリーンパーク・パティオ（68）

・唐沢川の緑（57）

・深谷駅[駅周辺、駅前等を含む]（55）

・埼玉県農林公園（42）

・深谷城址公園（39）

・日赤病院、上柴中央公園前の通り（30）

・荒川の緑（26）

・瀧宮神社（25）

・鐘撞堂山（18）
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問５．深谷市の緑で不満なところはどこですか？

ふさわしいものに２つまで○をつけてください。

※「手入れがされていないこと」については具体的な場所についても意見をいただきました

■手入れがされていない具体的な場所（代表意見）

○公共施設

・コスモス街道沿い（岡部地区）

・駅通りの歩道

・公園内の樹木

○自然環境

・家の周りの樹木

・仙元山

■その他の回答（代表意見）

○公園について

・公園が少ない

・公園に芝生がない

○緑の現状

・地域の格差

・緑化逆行が多い

○樹木について

・街路樹必要なし

・歩道の緑がすくない

○緑の整備、管理について

・河川敷などが荒れている

・ガードレールから道路に草がはみ出している

○市民の関心について

・市民の緑に対する価値観の違い

○河川敷、土手について

・唐沢川の土手、草がひどい

・荒川河川敷

○農地

・深谷市畠山荒川沿いの農地
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③公園について

問６．現在の公園の量・質についてどのようにお考えですか？

ふさわしいものに２つまで○をつけてください。

※「防犯上問題がある」については具体的な意見をお聞きしました

■「防犯上問題がある」具体的な意見

○見通しについて

・垣根の低い位置からでも公園内の様子が透かして見えると良い

・死角になりがちであり危険

○夜間環境について

・公園防犯灯が少ない

■その他の回答（代表意見）

○施設について

・トイレが汚い

・避難施設としての設備がない

○公園へ要望

・深谷市を象徴するような公園がほしい

・小さな公園でなく、もっと沢山の人に利用してもらえる公園作り

○公園の現状

・地区により、公園の数に偏りがある

・質、量ともにほぼ満足
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問７．公園をあなたは日ごろどのように利用していますか？

ふさわしいものに２つまで○をつけてください。

■その他の回答（代表意見）

○その他の利用形態

・散歩、ウォーキング

・犬の散歩

・バードウォッチング

・トイレの使用
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問８．今後どのような公園が増えていけばいいと思いますか？

ふさわしいものに２つまで○をつけてください。

■その他の回答（代表意見）

○安心、安全な公園

・外からよくみえるように整備してほしい

・遊具の点検がきちんとなされている公園

○施設の充実

・トイレの設置

・少人数で食事の出来る設備がすくない

○その他の利用形態

・ペットと楽しめる公園ドッグラン付き

・ウォーキング、ジョギングコースなどの健康施設が整備された健康公園

・季節ごとの花を観賞できるようなフラワーパーク

・樹木で木陰ができる歩道のある公園

・ビオトープ的な公園
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④深谷市の緑の将来像について

問９．深谷市の緑の将来像としてあなたが共感できるものはどれですか？

ふさわしいものに２つまで○をつけてください。

■その他の回答（代表意見）

・お金を使わずに緑を維持

・ボランティアの活動を広げる（市の補助が必要）

・田畑が荒れていない自然の風景

・既存のものはそのまま、地域ごとに小さな公園

・デパート&緑で若い子も来るところに緑を増やす

・緑が目立つ駅前
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問１０．深谷市にとっての緑はどのようにあるべきでしょうか？

ふさわしいものに２つまで○をつけてください。

■その他の回答（代表意見）

○身近な緑

・遠くに行くのでなく近くで遊べる、リラックスできるようにして欲しい

・誰もが入りやすく、なじみやすく

○緑の作り方

・単に緑化ではなく緑が生きてくるデザインも

・植木生産地としての拡大･生産者の育成

○緑づくりの方向

・NPO法人、ボランティアに委託すべきである

・市民全体の財産を考えある程度個人の利回りを制限しても強制的に保全を
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問１１．山林・田畑などの緑を維持・保全するためには、どのような方法が望ましいでしょうか？

ふさわしいものに２つまで○をつけてください。

■その他の回答（代表意見）

○遊休農地の有効利用策

・遊休農地及び耕作放棄地総て緑地活用でなくても別の活用方法が取れたらそちらの活用がベス

トと思う

・畑を耕したくても土地のない人もいるはず。官が仲立ちをちゃんとしていけば土地もその緑を

取り戻せると思う

・田畑などは市が協力して遊ばせておかない

・土地所有者（放棄地）に緑化を推進して有償にて借り入れるべき

○維持管理のアイデア

・定年後の人たちの有効利用、定年後の人々を県、市などが雇い入れ定年後の元気な人々の職を

カバーしながら維持、保全をするシステム（制度）を考えてほしい

・市民の義務として手入れする

・緑がもたらしてくれる大きな物を子供から大人まで、誰もが共感し、行動に移せるような意識

付けを。（自然の多い中では自然のありがたみを感じにくい）

・今、人手が足りないのでボランティア活動を呼びかける
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問１２．緑をつくりだすためには、どのような方法が望ましいでしょうか？

ふさわしいものに２つまで○をつけてください。

■その他の回答（代表意見）

○整備に掛かる費用について

・余計な出費をするより現状維持に努めるべき

・最小の支出で最大の効果を考慮するのが行政の仕事

・狭山市のトトロ基金のようなものを検討したら

○人的資源について

・市の所有地（空き地）を緑化すべき

・出来る人、出来ない人がいると思うが小さなことから始めるべき。積もれば大きい

・市民のコンセンサス

・シルバーの方まだとても若く働ける方が沢山いると思います。協力と働ける場所として

・害虫駆除

○制度、情報提供などについて

・温暖化防止のため建物の壁に植物を這わせるなどの指導

・単に個人だけに任せず計画的に進める

・最小限、現状の緑が減少しないよう強制力のある施策を
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⑤緑づくりについて

問１３．次のような緑化活動が行われた場合、参加したいと思いますか？

既に参加・実行しているものを含めていくつでも○をつけてください。

■その他の回答（代表意見）

○緑化活動参加への条件

・忙しいので暇がない

・無償の苗木、草花の配布を促進させてください

○活動への参加、緑化活動の実行

・以前駅通り花植えに参加した。出来るボランティアには参加する気がある

・鐘撞堂山の緑サポーターに参加している ・家の前の道路脇に草花を植えています

○緑化活動拡大のアイデア

・アダプト制度活用

・他の市（例えばさいたま市などの同県他市）がどのような取組みをしているのか見学したりす

るなど

・地域の花や木を選定して積極的に育てる、指導や支援
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問１４．あなたが緑づくりを進める上で必要とされる事項は何ですか？

ふさわしいものにいくつでも○をつけてください。

（注）緑化を進める意思がありながら支障となっていること、また参加に当たっての条件として

お答えください。

■その他の回答（代表意見）

○時間の問題

・活動に参加する時間がない

○維持管理上の問題

・木につく虫、落ち葉などの処理

・高枝切りなど

○個人の意識

・みんなが自然を大切にし、守っていくという意識

○経済的な問題

・経済的なこと。土地・場所

以上


